抗がん剤の開発と医療エコシステムの構築―産官および患者としての立場から
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第一三共株式会社では、「がんに強みを持つ先進的グローバル創薬企業」を目指すとともに、患者さんの経験・課題・展望をお聞きすることを大切にし、Patient Centricityに向けた取り組みを強化している。抗がん剤の開発に携わった時代にも感じたことであるが、「産」の立場上、患者さんへのアクセス等が障壁となり、患者・市民参画（PPI：Patient and Public Involvement）の実現には至っていないのが現状である。また、日本製薬工業協会の医薬品規制調和国際会議（ICH）委員会やDIA諮問委員会等の「官」の経験を通して、基礎研究を社会実装に繋げていくことの難しさを痛感してきた。特に、薬事規制・社会的ニーズ・予算等を包括的に捉え、協調して推進することが重要だが、その実行に際しては、社会自体が未成熟であることが問題点として挙げられる。
私事であるが、2023年３月に前立腺癌に罹患した。国立がん研究センター東病院で前立腺全摘除のロボット手術を受け、医薬品だけではなく、診断薬や医療機器もがん治療に多大なる貢献をしていることを実感した。現在は、この経験を踏まえ、がんサバイバーとして、学生や市民を対象にしたがん啓発活動にも努めている。また、鳥取県の大きな社会問題である少子高齢化や過疎化を念頭に、地域創生に絡めた活動もおこなっている。
本ワークショップでは「産」の観点を中心に、「産官」および「がんサバイバー」の視点も加えて、医薬品開発・医療エコシステムについて議論したい。

